












































第 1 著者として学術論文が 7 編、うち 6 編（本多直人，渡部俊広．日水誌 2007，73，919-921；
本多直人，渡部俊広. 日水誌 2007，73，1042-1048；本多直人．沿岸海洋研究 2009，46，101-108；
本多直人，松下吉樹．日水誌 2009，75，701-703；Honda N, Watanabe T, Matsushita Y. Fish. Sci. 
2009, 75, 947-956；本多直人．日水誌 2015，81，946-957）が印刷公表済み、残り 1編（本多直
人，豊川雅哉，清水 学，藤井直紀，藤田 薫．水産工学 2016，53）が印刷中であるとともに、国
際会議を含めて講演発表を日本水産学会や日本水産工学会などで行っていることを確認した．また、
合同セミナーへの出席回数も 60 時間を越えていることを確認した。国際シンポジウムでの発表を
行うとともに、英語での論文を公表していることから、語学の能力については問題ないと判断した。 
 
以上のことから、申請者について論文審査および最終試験とも合格と判定した。 
 
